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地
方
分
権
を
進
め
て
い
く
「
三

位
一
体
改
革
」
に
よ
り
、
所
得
税

（
国
税
）
と
住
民
税
（
地
方
税
）
の

税
率
を
変
え
る
こ
と
で
、
国
か
ら

地
方
へ
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
平
成
十
九
年
一
月

分
か
ら
所
得
税
が
減
り
、
平
成
十

九
年
六
月
分
か
ら
住
民
税
が
増
え

ま
す
。
し
か
し
、
税
源
の
移
し
替

え
な
の
で
、「
所
得
税
＋
住
民
税
」

の
合
計
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税

「
一
〇
％
か
ら
三
七
％
ま
で
の
四

段
階
」
か
ら
「
五
％
か
ら
四
〇
％

ま
で
の
六
段
階
」
に
変
わ
り
ま
す
。

住
民
税

「
五
％
か
ら
一
三
％
ま
で
の
三
段

階
」
か
ら
「
一
律
の
一
〇
％
」
に

変
わ
り
ま
す
。

※
住
民
税
の
「
定
率
減
税
」
が
廃

止
さ
れ
る
の
で
「
定
率
減
税
分
」

は
変
わ
り
ま
す
。

町
で
は
町
立
小
学
校
間
（
宇
多
津
小
学
校
・
宇
多
津
北
小
学
校
）
で

の
校
区
外
通
学
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
基
準
を
定
め
ま
し
た
の
で
、

該
当
さ
れ
る
方
で
、
校
区
外
通
学
に
つ
い
て
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口

学
校
教
育
課
　
@
49
―
８
０
０
７

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十

九
年
一
月
八
日
∑
（
祝
日
）
ユ
ー

プ
ラ
ザ
う
た
づ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
の
成
人
式
に
向
け
て
該
当
者

名
簿
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

住
民
票
を
他
の
市
町
村
に
移
さ

れ
て
い
る
方
の
中
で
、
当
町
で
の

成
人
式
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
〜
昭

和
六
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

は
、
十
二
月
十
五
日
ª
ま
で
に
事

務
局
@
49
―
８
０
０
７
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

所
得
税

平
成
十
八
年
一
月
分
か
ら
税
額
の

十
％
相
当
額
を
減
額
（
一
二
・
五

万
円
を
限
度
）
が
平
成
十
九
年
一

月
分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

住
民
税

平
成
十
八
年
六
月
分
か
ら
税
額
の

七
・
五
％
相
当
額
を
減
額
（
二
万

円
を
限
度
）
が
平
成
十
九
年
六
月

分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
、
六

十
五
歳
以
上
（
昭
和
十
五
年
一
月

二
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
一
二
五

万
円
以
下
の
人
は
「
住
民
税
」
が

非
課
税
で
し
た
が
、
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成

十
九
年
度
は
税
額
の
三
分
の
一
が

減
額
さ
れ
ま
す
。（
均
等
割
の
場

合
も
同
様
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
税
務
課

@
49
―
８
０
０
４

2

定
率
減
税
の
廃
止

老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

税
源
移
譲
以
外
の
変
更
点

町
立
小
学
校
の
校
区
外
通
学
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

今月の町税納期　●町民税（4期分） ●国民健康保険税（6期分） 納税期限　12月25日∑
●お詫び　11月号　納期のお知らせについて
納期及び期別が誤っていました。大変ご迷
惑をおかけいたしました。

許可基準 事　　　　由 期　間 備　考（添付書類等） 

1

2

3

4

5

6

住居の建替えのために一時的な居所
より通学せざるを得ない場合 
 
宇多津町内間で転居をした児童を、
引き続き指定された小学校に通学さ
せたい場合 
 
転居予定で、事前に転居予定先の校
区の学校を希望する場合 
 
児童の身体的理由等でやむを得ない
と認められる場合 
 
学校規模適正化の推進により、宇多
津北小学校校区に居住する者を宇多
津小学校に通学させたい場合 
 
１～５以外で、教育委員会が特に指
定校変更が適当であると認めた場合 

住居の完成まで 

卒業まで 

転居の日まで 

当該事由の消滅 
するまで 

卒業まで 

当該事由の消滅 
するまで 

建築確認申請書等の写し 

建築確認申請書・売買契約 
書・賃貸借契約書等の写し 

医師の診断書・学校長の意 
見書 

保護者の申出書・学校長の 
意見書他 

住 居 建 築 中  

転 居  

転 居 予 定  

身 体 的 理 由  

学校規模適正化 

特 殊 事 情  

税
源
移
譲
に
よ
り

所
得
税
と
住
民
税
が

変
わ
り
ま
す

成
人
式
に
つ
い
て



年
末
調
整
の
時
期
が
来
ま
し
た
。

本
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に

納
付
し
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と

し
て
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。
控
除
額
は
、
民
間
の
個
人
年

金
・
生
命
保
険
等
は
、
最
高
五
万

円
ま
で
で
す
が
、
国
民
年
金
は
、

納
付
し
た
額
全
額
が
控
除
さ
れ
、

節
税
と
な
り
ま
す
。

毎
月
分
の
保
険
料
の
ほ
か
、
前

納
し
た
保
険
料
、
納
め
忘
れ
て
い

た
前
年
分
の
保
険
料
、
免
除
期
間

を
追
納
し
た
保
険
料
も
申
告
で
き

ま
す
。

ご
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
は被

保
険
者
（
本
人
）
の
代
わ
り

に
、
納
付
義
務
者
（
配
偶
者
、
世

帯
主
）
が
納
め
た
場
合
は
、
納
付

義
務
者
が
所
得
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
自
身
の
社
会

保
険
料
と
合
わ
せ
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

・
所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
額
を

年
金
（
一
万
一
千
円
）
・
難
病
者

年
金
（
一
万
五
千
円
）
の
受
給
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

①
遺
児
年
金

扶
養
を
受
け
て
い
た
父
ま
た
は

母
が
、
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明

で
あ
る
義
務
教
育
（
中
学
校
）

終
了
前
の
児
童

②
難
病
者
年
金

特
定
疾
患
に
つ
い
て
県
知
事
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方

▼
受
付
期
間

十
二
月
十
二
日
∏
ま
で

▼
持
参
物

・
印
鑑

・
難
病
者
年
金
対
象
者
は
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証

・
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）

▼
支
給
予
定
日

十
二
月
二
十
五
日
∑

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
３

町
で
は
普
段
忙
し
い
方
や
納
め

忘
れ
の
あ
る
方
な
ど
の
た
め
、
次

の
と
お
り
夜
間
窓
口
及
び
休
日
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

夜
間
窓
口

▼
開
設
日

十
二
月
十
五
日
ª

▼
時
間

午
後
五
時
十
五
分
〜
午
後
八
時

▼
場
所

町
役
場
税
務
課

休
日
窓
口

▼
開
設
日

十
二
月
十
六
日
º
、
十
七
日
∂

▼
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

▼
場
所

町
役
場
税
務
課

子
ど
も
が
三
歳
く
ら

い
に
な
る
と
、「
こ
う

し
た
い
、
だ
け
ど
…
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

あ
の
子
の
持
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ

を
使
い
た
い
「
だ
け
ど
」
い
き
な

り
取
る
と
噛
み
付
か
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
泣
か
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
貸
し
て
と
言
お
う
。

も
っ
と
遊
び
た
い
「
だ
け
ど
」
お

家
に
帰
ろ
う
な
ど
「
だ
け
ど
」
が

分
か
っ
て
く
る
こ
と
は
、
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
で
す
。

「
だ
け
ど
」
と
感
情
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
を
覚
え
始
め
た
頃

に
、
大
人
が
条
件
で
釣
っ
て
動
か

そ
う
と
す
る
と
、
子
ど
も
は
混
乱

し
ま
す
。

も
っ
と
公
園
で
遊
ん
で
い
た
い

「
だ
け
ど
」
お
家
に
帰
る
時
間
だ

と
い
う
時
「
ケ
ー
キ
買
っ
て
あ
げ

る
か
ら
帰
ろ
う
」
と
「
条
件
で
釣

る
」
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
買
う
買

わ
な
い
で
な
く
、
必
要
な
ら
帰
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

「
今
日
は
約
束
し
た
時
間
に
お
片

付
け
も
で
き
た
し
、
お
友
だ
ち
に

も
さ
よ
な
ら
言
え
た
し
、
ケ
ー
キ

で
も
買
っ
て
帰
ろ
う
か
」
と
い
う

の
が
順
序
で
す
。「
こ
う
し
て
あ

げ
る
か
ら
こ
う
し
な
さ
い
」
と

「
条
件
で
釣
る
」
こ
と
を
続
け
る

と
「
こ
う
し
て
く
れ
な
き
ゃ
こ
う

し
な
い
」
と
、
子
ど
も
が
大
人
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

証
明
す
る
書
類
の
添
付
や
提
示

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
こ
の
た
め
、
一
年
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社
会
保
険
庁

か
ら
本
年
の
十
一
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
末
調

整
・
確
定
申
告
の
際
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
国
民
年
金
保

険
料
を
控
除
申
告
す
る
場
合
に

は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は

領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
証
明
内
容
は
、
本
年
一
月
か
ら

九
月
末
ま
で
の
納
付
額
と
本
年

中
に
納
付
が
見
込
ま
れ
た
場
合

の
納
付
見
込
額
で
す
。

本
年
十
月
以
降
に
初
め
て
保
険

料
を
納
付
し
た
方
に
つ
い
て

は
、
来
年
二
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

@
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
４
１

宇
多
津
町
に
一
年
以
上
住
所
を

有
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
遺
児

3

遺
児
・
難
病
者
年
金
に

つ
い
て

町
税
納
付
窓
口
の

ご
利
用
を

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

国
民
年
金
の
保
険
料
は

全
額
所
得
控
除
さ
れ
ま
す



4

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。
人
権
週
間

は
、
国
際
連
合
が
、
世
界
人
権
宣

言
の
採
択
日
で
あ
る
十
二
月
十
日

を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
す
べ

て
の
加
盟
国
と
関
係
機
関
が
、
こ

の
日
に
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す

る
よ
う
、
要
請
し
た
こ
と
に
は
じ

ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
わ
が

国
で
は
、
毎
年
十
二
月
四
日
〜
十

日
ま
で
の
一
週
間
を「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
一
条

す
べ
て
の
人
間
は
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ

り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ

幸
せ
に
生
き
る
権
利
「
基
本
的
人

権
」
を
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
、
す
べ
て
の
国

民
に
等
し
く
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
的
人
権
は
、
人
類
が
長

い
歴
史
と
多
く
の
人
々
の
努
力
の

積
み
重
ね
に
よ
り
獲
得
し
た
も
の

で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
だ
れ

に
も
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
、
だ
れ

も
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
固
有
の

権
利
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
ま
わ
り

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
合
理
な
偏

見
や
因
習
に
よ
っ
て
、
こ
の
大
切

な
権
利
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い

る
事
実
が
あ
り
ま
す
。

人
権
週
間
を
機
会
に
、
私
た
ち

の
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
私
た
ち
み
ん
な

の
力
で
自
由
で
平
等
な
明
る
い
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

町
の
小
中
学
校
で
も
、
毎
年
人

権
週
間
に
あ
わ
せ
て
様
々
な
集
会

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

宇
多
津
小
学
校

十
二
月
八
日
ª

『
笑
顔
キ
ラ
キ
ラ
集
会
』

テ
ー
マ
／

み
ん
な
で
一
つ
の
輪
に
な
ろ
う

・
学
年
発
表
な
ど

宇
多
津
北
小
学
校

十
二
月
四
日
∑

『
ミ
ニ
人
権
集
会
』

・
各
学
年
の
発
表

・
人
権
講
演
会

宇
多
津
中
学
校

十
二
月
一
日
ª

『
人
権
を
考
え
る
集
い
』

・
人
権
映
画
視
聴

・
感
想
文
発
表

・
人
権
標
語
募
集

・
人
権
・
同
和
学
習
（
道
徳
）

更
に
県
で
は
み
ん
な
で
考
え
る

人
権
の
つ
ど
い
、
じ
ん
け
ん
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
６
を
十
二
月
九
日
に

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
で
開
催
予
定
で

す
。

い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
理
性

と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、

互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
。

第
二
条

す
べ
て
人
は
、
人
種
・

皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
政

治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若

し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
門

地
そ
の
他
の
地
位
ま
た
は
こ
れ
に

類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差

別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の

宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権
利
と

自
由
と
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
。「

世
界
人
権
宣
言
」
の
精
神
は

日
本
国
憲
法
の
中
に
も
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
人
間
と
し
て

人
権
週
間
　
十
二
月
四
日
〜
十
日

人
権
週
間
に
つ
い
て

世
界
人
権
宣
言
（
抜
粋
）

学
校
現
場
で
は

日
本
国
憲
法
に
も
そ
の

精
神
が
生
き
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で

考
え
る

人
権
社
会
へ

人
権



〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の

な
い
命
を
大
切
に
〜

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
第
五
十
八
回
人
権
週

間
」
で
す
。

人
権
週
間
は
、
昭
和
二
十
三
年

十
二
月
十
日
国
連
総
会
で
、
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
日
を
記

念
し
て
で
き
た
も
の
で
す
。

「
人
権
」
と
い
う
の
は
、
人
間

ら
し
い
幸
せ
な
生
活
を
営
む
の
に

必
要
な
権
利
で
す
。
お
互
い
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
世
の
中

に
し
た
い
も
の
で
す
。

高
松
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度

啓
発
活
動
重
点
目
標
を
「
育
て
よ

う
　
一
人
ひ
と
り
の
　
人
権
意
識

―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の

な
い
命
を
大
切
に
―
」
と
定
め
、

次
の
事
項
を
強
調
事
項
と
し
て
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

借
地
・
借
家
問
題
、
外
国
人
の
問

題
、隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、

様
々
な
心
配
ご
と
で
お
困
り
の
方

は
、
人
権
相
談
所
あ
る
い
は
地
元

の
人
権
擁
護
委
員
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
等
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
や
虐
待
等
の
子

ど
も
に
関
す
る
相
談
・
情
報
は
、

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
（
電
話

０
８
７
―
８
２
１
―
６
１
９
６

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）ま
で
、

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職
場
に

お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
女

性
に
関
す
る
相
談
・
情
報
は
、
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電
話

０
８
７
―
８
２
１
―
６
１
８
１

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）ま
で
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

黒
田
　
紀
子
　
@
49
―
４
７
２
３

寺
嶋
　
富
夫
　
@
49
―
１
７
８
４

鎌
田
美
智
子
　
@
49
―
３
４
３
６

柴
村
　
喜
子
　
@
49
―
０
２
２
４

あ
な
た
の
命
は
、
と
て
も
大
切

な
も
の
で
す
。
あ
な
た
が
今
そ
こ

に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ

の
こ
と
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
、

そ
し
て
家
族
、
友
だ
ち
、
社
会
に

と
っ
て
、
大
切
で
幸
せ
な
こ
と
な

の
で
す
。
も
し
、「
い
じ
め
」
な

ど
を
受
け
て
つ
ら
く
悲
し
い
気
持

に
な
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま

な
い
で
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
「
子
ど

も
の
人
権
専
門
委
員
」
は
、
い
つ

で
も
あ
な
た
の
味
方
で
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
、「
い
じ
め
」

な
ど
を
受
け
て
苦
し
ん
で
い
る
友

だ
ち
は
い
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
自

身
が
「
い
じ
め
」
に
加
わ
っ
た
り
、

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
勇
気
を
持
っ
て
「
い
じ
め
」

を
受
け
て
い
る
友
だ
ち
の
力
に
な

っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

友
だ
ち
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
「
子
ど
も
の
人
権
専
門
委

員
」
は
、
あ
な
た
の
勇
気
に
期
待

し
、
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
。

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
「
い
じ

め
」
や
虐
待
で
苦
し
ん
で
い
る
子

ど
も
は
い
ま
せ
ん
か
。
気
付
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
私
た

ち
「
子
ど
も
人
権
専
門
委
員
」
に

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
地
域
み
ん

な
で
、
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

@
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
０

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
送
付
先

〒
七
六
〇
―
八
五
〇
八
　
高
松
市

丸
の
内
一
―
一
　
高
松
法
務
局
・

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う皆
さ
ん
の
中
で
、
差
別
問
題
、

家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
、
親
子
、

結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
等
）、

5

育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

子
ど
も
た
ち
の

か
け
が
え
の
な
い
命
を

守
る
た
め
に

子
ど
も
た
ち
へ

地
域
の
皆
様
へ

重

人
権

尊
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人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
⑱
ñ
ñ

ア
イ
ヌ
の
人
々
が
、
憲
法
の
下

で
平
等
を
保
障
さ
れ
た
国
民
と
し

て
、
そ
の
人
権
が
擁
護
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
は

な
い
た
め
、
就
職
や
結
婚
な
ど
で

偏
見
や
差
別
が
依
然
と
し
て
存
在

し
て
い
ま
す
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
固
有
の
言

語
、
伝
統
的
な
儀
式
、
祭
事
や
多

く
の
口
承
文
学
（
ユ
ー
カ
ラ
）
な

ど
の
独
自
の
文
化
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
近
世
以
降
の
い
わ
ゆ
る
同

化
政
策
な
ど
に
よ
り
、今
日
で
は
、

十
分
な
保
存
、
伝
承
が
図
ら
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
特
に
、
ア
イ
ヌ
語
を
理
解

し
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統
な
ど
を
担
う

人
々
の
高
齢
化
が
進
み
、
こ
れ
ら

を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
上

で
の
重
要
な
基
盤
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
の
人
々
の

置
か
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）
五
月

に
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に

ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識

の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法

各
界
に
尽
く
し
た
功
労
者
に
贈

ら
れ
る
、秋
の
叙
勲
の
受
賞
者
が
、

十
一
月
三
日
付
で
政
府
か
ら
発
表

さ
れ
、
町
内
か
ら
は
次
の
方
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

宮
本
　
忠
男

元
宇
多
津
町
消
防
団
副
団
長

功
　
績
／
消
防
功
労

今
回
の
受
章
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
山
児
童
公
園
で
キ
ッ
ズ
サ
ッ

カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
風
の
子
組
と
空

の
子
組
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
自
称
ベ

ッ
カ
ム
様
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
男
性

四
名
女
性
一
名
で
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
姿
か
ら
は
サ
ッ
カ
ー
の
雰
囲
気

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
、
初
め
て
会
っ
た

人
た
ち
と
は
思
え
な
い
程
、
と
け

込
ん
で
い
ま
し
た
。
最
初
は
ボ
ー

ル
に
慣
れ
る
た
め
の
指
導
で
、
足

で
ボ
ー
ル
を
お
散
歩
さ
せ
た
り
、

転
が
る
ボ
ー
ル
を
お
腹
や
お
尻
で

止
め
た
り
、
足
で
蹴
っ
て
ゴ
ー
ル

に
入
れ
た
り
。
入
っ
た
時
の
「
イ

ェ
ー
ィ
」
と
い
う
掛
け
声
や
タ
ッ

チ
の
仕
方
も
か
っ
こ
よ
く
、
本
当

に
そ
の
時
々
の
大
事
な
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
最
後
は
ゼ
ッ

ケ
ン
の
つ
い
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
せ
て
も
ら
っ
て
、
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
試
合
開
始
！
子
ど
も
と
は

思
え
な
い
迫
力
で
、
本
物
の
選
手

み
た
い
で
し
た
。
い
っ
ぱ
い
体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
、
い
っ
ぱ
い

汗
を
か
い
て
、
み
ん
な
サ
ッ
カ
ー

が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
く
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
で
し
た
。

律
」（
ア
イ
ヌ
新
法
）
が
制
定
さ

れ
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
の
源

泉
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
つ

い
て
国
民
に
対
し
、
知
識
の
普
及

及
び
啓
発
を
図
る
た
め
の
施
策
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
と
し

て
も
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

偏
見
や
差
別
を
解
消
し
、
ア
イ
ヌ

の
人
々
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を

深
め
て
も
ら
う
よ
う
、
各
種
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

6

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

平
成
十
八
年

秋
の
叙
勲
受
章

11/3

「
平
山
保
育
所
」に

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
が

や
っ
て
来
た

9/26



２
０
０
６
年
１
０
月
８
日（
日
）

少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
が
４
９
３
支

部
２
、
３
２
３
名
の
拳
士
が
参
加

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
北
海
道
立
総
合
体
育
セ

ン
タ
ー
（
き
た
え
〜
る
）
で
し
た
。

香
川
県
代
表
と
し
て
宇
多
津
少
林

寺
拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
９
名

は
見
事
に
「
中
学
生
団
体
の
部
」

で
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
少
林
寺
拳
法
連
盟
公

認
の
デ
モ
チ
ー
ム
に
よ
る
演
舞
披

ー
と
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
に
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
は
班
ご

と
に
分
か
れ
て
、
講
師
の
先
生
が

用
意
し
て
く
れ
た
材
料
の
確
認
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
調
理
が
始
ま

る
と
卵
の
白
身
と
黄
身
を
分
け
る

の
に
悪
戦
苦
闘
し
た
り
、
材
料
を

混
ぜ
合
わ
せ
る
の
に
力
を
使
い
す

ぎ
て
疲
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
も
な
か
な
か
大
変
な

よ
う
で
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
後

は
、
み
ん
な
で
試
食
と
な
り
、
形

は
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
味
は
ど

の
班
も
な
か
な
か
の
も
の
で
し

た
。
残
っ
た
お
菓
子
は
、
家
族
へ

の
お
み
や
げ
と
し
て
、
み
ん
な
持

ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

場
所
や
調
理
器
具
の
関
係
で
、

参
加
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
普
段

家
で
調
理
を
し
た
こ
と
が
な
い
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な

体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

秋
空
の
も
と
、
さ
つ
ま
芋
の
収

穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
は
芋

が
大
き
く
、
ス
ッ
コ
プ
を
使
っ
て

掘
り
出
す
た
び
に
歓
声
が
わ
き

「
ほ
ー
ら
こ
ん
な
に
大
き
い
よ
」

「
わ
ー
す
ご
い
！
」
と
口
々
に
言

い
な
が
ら
驚
き
の
顔
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
土
の
中
か
ら
ミ
ミ
ズ
が

出
て
き
て
キ
ャ
ー
é
と
の
ひ
と
コ

マ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
然
に
触

れ
子
ど
も
た
ち
は
大
満
足
。

そ
し
て
、
後
日
芋
を
使
っ
て
教

師
、
栄
養
士
さ
ん
と
一
緒
に
ク
ッ

キ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
メ
ニ

ュ
ー
は
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
使
っ

て
の
焼
い
も
、
お
に
ぎ
り
、
フ
ル

ー
ツ
で
す
。

焼
い
も
は
フ
ラ
イ
パ
ン
返
し
で

ひ
っ
く
り
返
す
時
に
つ
る
つ
る
芋

が
す
べ
っ
て
悪
戦
苦
闘
。
ま
た
、

包
丁
を
握
る
手
が
緊
張
し
ま
す
。

料
理
を
作
る
こ
と
が
と
て
も
新
鮮

で
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
そ
の
も
の

で
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
の
昼
食
会
。

他
の
ク
ラ
ス
の
お
友
だ
ち
と
楽

し
く
交
流
。「
こ
れ
が
食
べ
た
い
」

「
お
か
わ
り
！
」
と
積
極
的
に
秋

の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
の
味

は
き
っ
と
格
別
な
味
だ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
本
当
に
よ
く
食
べ
た

ね
。
ま
た
一
緒
に
料
理
し
た
い
で

す
ね
。

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
、
大
満

足
の
一
日
で
し
た
。

露
そ
し
て
郷
土
色
あ
ふ
れ
る
ア
イ

ヌ
民
族
舞
踊
又
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
演
舞
他
北
海
道
拳
士
に
よ
る
世

代
を
こ
え
た
修
練
の
姿
の
発
表
な

ど
い
ろ
い
ろ
盛
り
沢
山
の
内
容
で

り
っ
ぱ
な
大
会
で
し
た
。
拳
士
一

同
来
年
の
再
度
出
場
を
め
ざ
し
て

練
習
に
全
力
投
球
で
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。

町
子
連
子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
主
催

の
お
菓
子
作
り
大
会
が
町
保
健
セ

ン
タ
ー
二
階
調
理
実
習
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

作
る
お
菓
子
は
、
事
前
に
子
ど

も
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
ク
ッ
キ
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催
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年
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中
学
生
団
体
の
部
「
優
秀
賞
」



四
国
電
力
㈱
坂
出
営
業
所
よ
り

宇
多
津
町
に
防
犯
灯
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

「
よ
ん
で
ん
ル
ネ
サ
ン
ス
ふ
れ

あ
い
旬
間
」
の
一
環
と
し
て
毎
年

防
犯
灯
を
寄
贈
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。十

月
二
十
日
の
贈
呈
式
に
は
、

一
日
所
長
と
し
て
来
庁
し
た
ミ
ス

坂
出
よ
り
、
目
録
を
受
取
り
ま
し

た
。今

回
寄
贈
頂
い
た
防
犯
灯
十
基

は
、
道
路
照
明
タ
イ
プ
の
ア
ー
ム

型
（
高
照
度
二
百
五
十
Ｗ
）
で
、

新
都
市
の
沿
岸
部
沿
い
道
路
の
電

柱
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
晴
れ
の
中
、
交
通
安
全
母
の

会
に
よ
り
町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
と
一
旦
停
止
の
足
型
塗
り

作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
生
徒
た
ち
の
交
通
安
全
を

願
い
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
慣
れ
な

い
作
業
に
取
組
み
ま
し
た
。

汚
れ
の
ひ
ど
い
ミ
ラ
ー
は
な
か

な
か
き
れ
い
に
な
ら
な
か
っ
た

り
、
足
型
も
路
面
が
凸
凹
で
塗
り

に
く
か
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
作
業
で
き

ま
し
た
。
何
度
も
上
塗
り
し
た
大

き
な
足
型
が
あ
る
か
も
？

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、「
中
国

か
ら
来
日
し
た
マ
マ
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宇
多
津
町
は
県
下
で
最
も
h
出

生
率
の
高
い
f
と
い
う
こ
と
は
皆

さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
現

在
子
育
て
中
の
マ
マ
の
中
に
は
、

県
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、出
身
国
も
様
々
で
す
。

中
で
も
中
国
か
ら
来
ら
れ
た
方
が

多
く
、
言
葉
も
通
じ
に
く
く
不
自

由
な
環
境
・
孤
独
の
中
で
慣
れ
な

い
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

新
生
児
訪
問
や
育
児
相
談
で
不
安

を
抱
え
て
い
る
マ
マ
た
ち
に
出
会

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
初
め
て
中
国
出
身
の

マ
マ
た
ち
の
座
談
会
を
企
画
し
ま

し
た
。
当
日
、
七
組
の
親
子
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
受
付
直
後
は
皆

さ
ん
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た

が
、
参
加
者
が
増
え
る
と
笑
顔
に

な
り
中
国
語
で
お
し
ゃ
べ
り
を
始

め
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ
の
も
忘

れ
て
一
生
懸
命
お
話
し
を
し
て
い

ま
し
た
。
普
段
、
声
を
あ
ま
り
聞

か
な
い
方
の
大
き
な
活
気
あ
る
声

と
と
て
も
素
敵
な
笑
顔
を
見
れ

て
、
ス
タ
ッ
フ
も
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
希
望
も
あ
り
、
今
月

十
八
日
∑
に
二
回
目
の
つ
ど
い
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
不

安
の
軽
減
・
ス
ト
レ
ス
の
解
消
・

孤
立
感
を
緩
和
し
て
、
子
育
て
に

役
立
て
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、「
安
全
安
心
な
ま
ち
の

た
め
、
防
犯
灯
の
設
置
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
ま
ち
づ
く
り
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
協
議
会
・
デ
ィ

ス
パ
ー
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

か
ら
頂
い
た
寄
附
に
よ
り
、
香
川

短
期
大
学
南
側
道
路
に
も
同
じ
道

路
照
明
タ
イ
プ
の
防
犯
灯
を
二
基

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
、
新
都
市
部
で
は
、
ハ
ン
ト

族
の
横
行
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
防
犯
環
境

整
備
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
防
犯

灯
や
道
路
照
明
を
き
め
細
か
く
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
を
明
る

く
し
、
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
環

境
を
創
り
だ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
主
旨
に
は
、
開
成
工
業
㈱

も
賛
同
さ
れ
、
自
社
近
辺
に
も
同

じ
タ
イ
プ
の
道
路
照
明
を
二
基
寄

贈
の
う
え
設
置
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
地
域
企
業
も
積
極
的
に

ご
支
援
い
た
だ
き
、
紙
面
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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文
化
の
日
に
、
宇
多
津
北
小
学

校
で
は
、「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
ス
ク
ー

ル
デ
ー
」
と
い
う
名
称
で
学
習
参

観
、
地
域
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
は
、
地
域
の
方
々
に

ご
協
力
頂
き
、
学
年
ご
と
に
活
動

を
行
っ
た
り
、
国
語
、
算
数
の
少

人
数
や
Ｔ
Ｔ
の
授
業
な
ど
の
様
々

な
教
科
の
学
習
参
観
を
行
っ
た
り

し
ま
し
た
。

一
年
生
は
、
親
子
で
木
の
実
や

落
ち
葉
で
お
も
ち
ゃ
や
飾
り
を
作

り
ま
し
た
。

二
年
生
は
、
北
小
子
ど
も
ま
つ

り
を
し
た
り
、
平
山
獅
子
保
存
会

の
方
か
ら
祭
り
の
話
を
聞
い
た
り

し
た
あ
と
、
保
護
者
と
サ
ツ
マ
イ

モ
の
お
や
つ
作
り
を
し
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
竹
細
工
名
人
の
方

か
ら
竹
と
ん
ぼ
の
作
り
方
や
遊
び

方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
大
松

博
文
監
督
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
か

ら
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

四
年
生
は
、
香
川
短
期
大
学
の

先
生
方
と
障
害
者
及
び
高
齢
者
疑

似
体
験
を
行
い
、
親
子
で
話
し
合

い
ま
し
た
。

十
月
二
十
六
日
、
暑
い
ぐ
ら
い

の
秋
晴
れ
の
中
、
わ
か
く
さ
北
、

わ
か
く
さ
両
園
の
五
歳
児
五
十
六

名
が
宮
本
一
夫
さ
ん
の
畑
へ
芋
ほ

り
に
出
か
け
ま
し
た
。

ス
コ
ッ
プ
を
片
手
に
掘
り
始
め

て
も
、
土
か
ら
お
芋
が
頭
を
あ
ら

わ
す
と
み
ん
な
手
掘
り
！
両
手
で

お
芋
が
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
掘
り

な
が
ら
、「
わ
ぁ
ー
大
き
い
芋
や
」

「
う
ー
ん
、
な
か
な
か
抜
け
ん
わ
」

「
そ
れ
ぼ
く
の
芋
…
」

そ
ん
な
歓
声
と
大
汗
と
と
も

に
、
た
く
さ
ん
の
お
芋
が
出
て
き

て
み
ん
な
大
喜
び
。

収
穫
し
た
お
芋
は
ク
ッ
キ
ン
グ

保
育
で
ス
ウ
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト
に
な

っ
た
り
、
十
一
月
九
日
に
は
両
園

で
集
ま
っ
て
も
み
殻
で
焼
き
芋
を

し
て
四
歳
児
と
一
緒
に
楽
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
煙
た
く
て
、
ち
ょ

っ
ぴ
り
熱
く
、
甘
く
て
楽
し
い
焼

き
芋
パ
ー
テ
ィ
で
し
た
よ
！

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
十

一
月
九
日
か
ら
十
一
月
十
五
日
ま

で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

町
消
防
団
で
は
火
災
予
防
運
動

期
間
中
に
町
内
の
火
災
予
防
啓
発

広
報
を
行
い
、
ま
た
、
十
一
月
十

二
日
に
は
宇
多
津
中
学
校
で
消
火

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
消
火
訓

練
で
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る

迅
速
な
消
火
体
制
の
確
立
と
、
よ

り
一
層
の
消
防
技
術
の
練
磨
に
励

み
ま
し
た
。

●
訂
正
と
お
詫
び

先
月
号
掲
載
の
「
第
十
三
回
大
松
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
《
試
合
組
合
表
》
」
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
一
回
戦
Ａ
１
）

石
井
ク
ラ
ブ（
徳
島
県
）
対

甲
浦（
岡
山
県
）
は
、

甲
浦（
岡
山
県
）
勝
利

（
一
回
戦
Ｂ
２
）

三
崎
ク
ラ
ブ（
愛
媛
県
）
対
古
志
原
ク
ラ
ブ（
島
根
県
）
は
、

古
志
原
ク
ラ
ブ
（
島
根
県
）
勝
利

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

五
年
生
は
、
環
境
保
護
に
つ
い

て
調
べ
た
こ
と
を
色
々
な
方
法
で

発
表
し
ま
し
た
。

六
年
生
は
、
地
域
の
方
か
ら
戦

争
体
験
や
戦
時
中
の
生
活
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
り
、
一
緒
に
す
い

と
ん
を
作
っ
て
食
べ
た
り
し
ま
し

た
。午

前
の
学
習
が
終
わ
り
、
下
校

と
同
時
に
、
第
三
回
地
域
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ア
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町

内
の
各
種
団
体
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
出
店
や

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昼

時
に
は
、
飲
食
関
係
の
出
店
に
長

い
行
列
が
で
き
、
大
に
ぎ
わ
い
で

し
た
。

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
多
く

の
人
々
が
集
い
、
活
気
に
満
ち
溢

れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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10

日
々
、
過
ぎ
ゆ
く
の
が
本
当
に

早
く
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。
は
や

師
走
に
入
り
何
か
と
忙
し
い
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

婦
人
会
活
動
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
行
事
を
挙
げ
て
み
ま
し

た
。町

家
と
お
ひ
な
さ
ん
、
歩
天

（
春
・
夏
）、
観
光
灯
ろ
う
流
し
、

敬
老
会
、
水
仙
植
え
、
大
松
杯
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
北
小
地
域
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ア
ー
な
ど
な
ど
で
す
。

宇
多
津
町
の
町
お
こ
し
の
お
手

伝
い
に
役
立
て
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
支
部
長
さ
ん
方
に
ご
苦
労
か

け
ま
す
が
、
愛
す
る
郷
土
宇
多
津

町
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
り
ま
し

た
。十

一
月
二
十
五
日
、
第
六
回
目

を
迎
え
た
婦
人
会
パ
ー
テ
ィ
ー
に

大
勢
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
隠
し
芸
も
色
々
ご
披
露

し
て
頂
い
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
日
時

平
成
十
九
年
一
月
十
四

日
∂

午
前
十
時
〜

▼
場
所

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

▼
定
員

四
才
〜
小
学
六
年
生
ま

で
先
着
五
十
名
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）

▼
参
加
費

一
人
一
〇
〇
円（
当
日
）

▼
内
容

恒
例
も
ち
つ
き
体
験
、

は
ね
つ
き
、
カ
ル
タ
大
会
、
ぜ

ん
ざ
い
コ
ー
ナ
ー
、
わ
た
が
し

コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

▼
協
力

鵜
多
津
友
の
会

※
申
込
み
は
電
話
ま
た
は
指
定
用
紙
で

★
小
学
生
（
低
学
年
）
は
、
で
き

る
だ
け
保
護
者
の
お
迎
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

★
小
学
生
は
午
後
四
時
三
十
分
を

過
ぎ
た
ら
帰
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

★
お
迎
え
の
な
い
児
童
は
、
何
人

か
で
一
緒
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
キ
ッ
ズ
・
ベ
ル
発
表
会

十
二
月
六
日
π
　
午
後
四
時

●
お
り
が
み
教
室

十
二
月
八
日
ª

午
後
三
時
三
十
分

●
ク
リ
ス
マ
ス
会

十
二
月
九
日
º

午
前
十
時

●
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

十
二
月
十
日
∂

午
後
一
時
三
十
分

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
遊
び

十
二
月
十
五
日
ª

午
後
三
時
三
十
分

※
年
内
は
十
二
月
二
十
八
日
∫
ま

で
。
新
年
は
一
月
四
日
∫
か
ら
開

館
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
４
０
０
５

浮
雲
や
地
蔵
に
声
か
け
花
野
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子

季
語
の
花
野
は
、
秋
に
な
っ
て
も
ろ
も
ろ
の
草
花
の
咲
い
た
野
原
を
云

う
。
華
や
か
な
中
に
も
わ
び
し
い
も
の
を
覚
え
る
。
作
者
は
夫
婦
で
よ
く

日
返
り
の
旅
を
す
る
と
聞
く
。今
日
も
何
処
か
遊
び
に
行
く
の
で
し
ょ
う
。

道
端
の
地
蔵
に
留
守
を
よ
ろ
し
く
と
で
も
云
っ
て
居
る
の
で
し
ょ
う
。
作

者
の
お
人
柄
が
よ
く
解
り
ま
す
。
上
五
の
浮
雲
で
好
天
も
見
え
、
中
七
の

声
か
け
で
肩
の
力
が
抜
け
気
持
よ
く
読
ま
せ
て
く
れ
る
佳
句
で
す
。

綾
田
ゆ
た
か
　
撰

さ
な
が
ら
に
紅
葉
狩
り
な
り
送
迎
車
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
倭
文

紅
葉
の
島
々
染
め
て
夕
日
落
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
せ
つ
子

鐘
の
音
と
さ
く
ら
紅
葉
の
と
け
合
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
太
田
た
か
ひ
ろ

公
園
に
誰
か
呼
ぶ
声
彼
岸
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
　
樹
子

頂
上
や
腰
の
ば
し
き
る
紅
葉
狩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
よ
し
を

肥
前
焼
掌
に
や
わ
ら
か
し
石
蕗
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
す
み
子

秋
風
や
唐
松
林
思
い
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
乃
理
子

鉄
塔
之
電
線
の
び
る
秋
夕
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
福
　
吉
美

灰
皿
に
吸
い
が
ら
の
こ
る
な
お
夜
寒
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
壱
沙

秋
風
に
肩
の
辺
薄
き
羅
漢
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
貞
生

菊
の
花
讃
へ
毛
筆
で
書
き
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
た
け
を

か
り
が
ね
の
日
暮
れ
濃
く
し
て
分
　
地
　
　
　
　
　
　
　
塩
田
あ
き
ら

溜
池
の
国
な
る
讃
岐
末
枯
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
昌
克

石
碑ふ

み

に
秋
の
大
空
あ
け
わ
た
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
荷
葉
子

草
紅
葉
何
処
よ
り
細
き
登
山
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
来
た
け
し

秋
声
の
校
庭
に
し
て
ひ
び
き
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
光
峰

石
蕗
の
花
女
琵
琶
師
の
弾
き
か
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子

肉
身
の
ち
か
く
に
あ
り
し
吊
り
し
柿
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
渕
よ
し
み
ち

空
く
ら
く
休
耕
田
に
し
ぐ
れ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
謙
太
郎

い
ろ
の
な
き
風
に
合
わ
せ
し
肌
襦
袢
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
田
ゆ
た
か

ぼ
く
ら
私
た
ち
の
オ
ア
シ
ス

新
春
も
ち
つ
き
＆
正
月
の

遊
び
大
会
参
加
者
募
集

児
童
館
か
ら
の
お
願
い

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１２



十
月
・
十
一
月
の
二
か
月
間
に
、

軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
剣

道
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
柔
道
の
六
競
技
で
、

綾
歌
郡
新
人
体
育
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
軟
式
野
球
　
　
　
　
第
二
位

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
　
第
二
位

○
剣
道

・
男
子
団
体
戦
　
　
優
勝

・
女
子
団
体
戦
　
　
優
勝

・
男
子
個
人
戦
　

優
勝
　
廣
瀬
　
達
哉
さ
ん

三
位
　
藤
澤
健
太
郎
さ
ん

〃

藤
田
　
裕
史
さ
ん

・
女
子
個
人
戦

二
位
　
安
西
　
優
さ
ん

個
人
戦
優

勝
の
廣
瀬
さ

ん
は
、「
新
人

大
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き
た
成
果
を

十
分
に
発
揮
で
き
ま
し
た
。
決
勝

戦
で
は
、
相
手
か
ら
初
め
の
一
本

を
奪
え
た
時
の
う
れ
し
さ
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。」
と
い
う
感
想

を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

試
合
は
練
習
の
よ
う
に
』
を
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
。」

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
男
子
　
優
勝

・
女
子
　
優
勝

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主

将
の
大
西
裕
子
さ
ん
は
、「
私
た

ち
は
、『
九
人
の
な
か
ま
で
勝
ち

た
い
！
』
と
い
う
強
い
気
持
ち
で

練
習
し
、
郡
大
会
優
勝
と
い
う
成

績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、

『
県
ベ
ス
ト
４
』
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
今
よ
り
一
層
が
ん
ば
り

ま
す
。」
と
、
そ
の
決
意
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

○
柔
道

・
団
体
戦
　
優
勝

・
個
人
戦

六
十
㎏
級

優
勝
　
　
粟
野
　
裕
一
さ
ん

準
優
勝
　
山
下
　
創
史
さ
ん

六
十
六
㎏
級

優
勝
　
　
三
枝
　
大
介
さ
ん

準
優
勝
　
永
野
　
慎
也
さ
ん

十
一
月
三
日
・
四
日
の
二
日
間

開
催
さ
れ
た
「
宇
多
津
秋
の
大
収

穫
祭
」
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
生
徒

三
十
三
名
が
、
商
品
販
売
の
体
験

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
今
回
の
活
動
で
は
、
ぼ
く
は

牛
肉
を
売
り
ま
し
た
。は
じ
め
は
、

お
客
さ
ん
を
集
め
る
の
に
、
何
と

声
を
か
け
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら

ず
、
困
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
、
商
工
会
の
方
々
が
助
け
て
く

だ
さ
り
、
無
事
お
客
さ
ん
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
が
、
は

じ
め
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

そ
の
気
持
ち
は
だ
ん
だ
ん
無
く
な

り
、
買
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。」

（
二
年
　
香
川
裕
輔
さ
ん
）

商
工
会
の
方
々
、地
域
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
開
催
日
時

十
二
月
七
日
∫

午
前
九
時
三
十
分
〜

▼
場
所

町
役
場
　
四
階
町
議
会
本
会
議
場

▼
一
般
質
問

十
二
月
十
一
日
∑

午
前
九
時
三
十
分
〜

一
般
質
問
は
当
日
、
議
会
事
務

局
で
受
付
後
、
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
議
会
事
務
局

@
49
―
８
０
１
４

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

・
男
子
団
体
戦
　
　
優
勝

・
女
子
団
体
戦
　
　
優
勝

・
男
子
個
人
戦

二
位
　
山
本
・
小
西
ペ
ア

三
位
　
山
地
・
薦
田
ペ
ア

四
位
　
ã
尾
・
池
内
ペ
ア

・
女
子
個
人
戦

優
勝
　
　
間
・
宮
本
ペ
ア

二
位
　
馬
場
・
中
野
ペ
ア

三
位
　
園
田
・
藤
根
ペ
ア

団
体
戦
で
優
勝
し
た
女
子
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
の
み
な
さ
ん
の
思
い

を
紹
介
し
ま
す
。「
部
員
全
員
が

集
中
し
て
一
生
懸
命
練
習
す
る
こ

と
で
、
練
習
時
間
の
不
足
を
補
い

ま
し
た
。
優
勝
で
き
、
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
練
習

で
は
、『
練
習
は
試
合
の
よ
う
に
、

12

平
成
十
八
年

第
四
回
定
例
会

合
言
葉
は
『
一
生
懸
命
！
』

部
活
動
に
励
む
生
徒
た
ち

貴
重
な
体
験
を
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

廣瀬達哉さん

女子ソフトテニス部のみなさん

バスケットボールの試合のようす

事前に、商品に関する知識や売り方を
ご指導頂きました。



セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が
地

域
で
安
心
し
た
生
活
を
継
続
で
き

る
た
め
に
、
保
健
師
・
社
会
福
祉

士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

日
々
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
重
要
な
業
務
の
一

つ
が
相
談
業
務
で
す
。
相
談
実
績

に
つ
い
て
は
、
毎
月
広
報
を
通
じ

て
ご
報
告
し
て
い
ま
す
が
、
離
れ

て
暮
ら
す
ご
家
族
か
ら
の
見
守

り
・
緊
急
時
の
対
応
、
介
護
認
定

を
受
け
た
後
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ

ス
利
用
な
ど
、
介
護
・
日
常
生
活

や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
の

相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総
合
相

談
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
の
十
月
の
相
談
実
績

（
延
人
数
）

・
総
合
相
談

介
護
・
日
常
生
活
…
二
十
六
人

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
…
九
十
七
人

医
療
…
…
…
…
…
四
人

年
末
は
二
十
九
日
ª
ま
で
ご
み

の
収
集
を
行
い
ま
す
。

年
始
は
一
月
四
日
∫
か
ら
収
集

し
ま
す
。
年
末
、
年
始
は
ご
み
の

量
が
多
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
次
の
日
時
は
午
前
七
時
三
十

分
か
ら
収
集
を
行
い
ま
す
。

十
二
月
二
十
五
日
∑
、
二
十
六
日

∏
、
二
十
八
日
∫
、
二
十
九
日
ª
、

一
月
四
日
∫
、
五
日
ª
、
九
日
∏
、

十
一
日
∫

※
町
役
場
で
の
資
源
ご
み
の
収
集

は
二
十
九
日
ª
の
午
前
中
が
最

終
で
す
。
三
十
日
º
は
収
集
し

ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

年
末
は
十
二
月
二
十
八
日
∫
ま

で
、
年
始
は
一
月
四
日
∫
か
ら
収

集
し
ま
す
。
年
末
の
汲
み
取
り
の

申
込
み
は
十
五
日
ª
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
０

今
年
も
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
の
一
環
と
し
て
、
歳
末
た
す

け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ハ
ザ
ー
を
十

二
月
二
日
º

に
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
収
益
金
は
、
町
内

の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
開
催
日

十
二
月
二
日
º

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
四
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

@
49
―
０
２
８
７

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と

し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査

し
ま
す
。
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
今
年
十
二
月
中
旬
か
ら
来

年
一
月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
皆
様
か
ら
提
出
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

@
49
―
８
０
１
３

所
得
・
家
庭
生
活
…
三
十
七
人

苦
情
…
…
…
…
…
〇
人

そ
の
他
…
…
…
…
七
人

・
介
護
予
防
支
援
…
…
五
十
四
人

・
地
域
支
援
事
業
…
…
三
十
四
人

計
　
二
百
五
十
九
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
一
階
）

@
49
―
８
７
４
０

町
で
は
、
三
障
害
（
身
体
・
知

的
・
精
神
）
の
相
談
支
援
事
業
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時

十
二
月
十
九
日
∏

午
前
九
時
〜
十
一
時

▼
相
談
内
容

・
手
帳
に
関
す
る
こ
と

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
援
助

・
そ
の
他
障
害
者
の
在
宅
生
活
を

支
え
る
た
め
の
援
助

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
３

13

歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
の

収
集
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

高
齢
者
の
総
合
相
談

お
気
軽
に
！

ご
み
の
収
集
日

し
尿
の
収
集
日

赤い羽根 
共同募金 

10月1日ê12月31日 

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

A
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
西
側
）
12
／
14
・
28

B
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
12
／
12
・
26

C
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
12
／
13
・
27

D
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
12
／
11
・
25

E
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。

障
害
者
相
談
支
援
事
業



平
成
二
十
一
年
五
月
ま
で
に
実
施
予
定

「
法
律
を
知
ら
な
い
の
に

有
罪
か
ど
う
か
の
判
断
な
ど

で
き
る
の
？
」

講
演
会
場
で
よ
く
受
け
る
質
問

で
す
。
裁
判
で
は
、
本
当
に
被
告

人
に
よ
っ
て
そ
の
犯
罪
が
犯
さ
れ

た
の
か
ど
う
か
を
証
拠
に
よ
っ
て

認
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
実
を
認
定
し
て
い
く
作
業

は
、
国
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
判
断
の
場
合
と
、
本

質
的
に
は
同
じ
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
普
段
か
ら
、
何
ら
か

の
根
拠
に
基
づ
き
常
識
に
照
ら
し

て
判
断
し
、
そ
の
判
断
に
基
づ
い

て
行
動
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

裁
判
は
こ
の
よ
う
な
根
拠
に
つ
い

て
、
法
定
で
調
べ
た
証
拠
だ
け
が

根
拠
に
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。
で
す
か
ら
心
配
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
社
会
生
活
を
し
て
い

る
人
は
立
派
に
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
裁
判
員
は
、
様
々
な

職
業
、
世
代
、
経
験
を
有
す
る
方

が
選
ば
れ
ま
す
。
裁
判
員
裁
判
で

は
、
こ
う
い
っ
た
国
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
人
と
し
て
の
視
点
か
ら
の

お
気
付
き
の
方
は
、
左
記
専
用

電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た

は
、
ご
購
入
販
売
店
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
電
話

0
1
2
0
―
8
7
2
―
7
7
3

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

家
庭
・
仕
事
な
ど
日
常
生
活
で

抱
え
て
い
る
心
配
ご
と
や
、
私
た

ち
が
し
ば
し
ば
出
会
う
法
律
上
の

諸
問
題
を
、
弁
護
士
が
極
秘
に
相

談
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日

一
月
九
日
∏

午
前
九
時
〜
正
午

▼
場
所

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
二
階

▼
費
用

無
料
（
要
事
前
予
約
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

@
49
―
０
２
８
７

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
裁
判
員
が
判
断
す

る
前
提
と
し
て
法
律
の
理
解
が
必

要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

場
合
に
は
裁
判
官
か
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
の
で
、
前
も
っ

て
勉
強
し
て
お
か
な
く
て
も
全
く

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
松
地
方
裁
判
所
・
高
松
地
方
検

察
庁
・
県
弁
護
士
会

ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｆ
Ｆ
式
石
油
暖
房

機
（
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）

〜
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
））

製
を
探
し
て
い
ま
す

昨
年
よ
り
、
製
品
回
収
・
点
検

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い

ま
だ
全
数
把
握
に
い
た
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
左
記
対
象
製
品
は
事
故

に
い
た
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

排
気
ガ
ス
が
室
内
に
漏
れ
出
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
事
故
に
い

た
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

14

も
っ
と
知
り
た
い
！

裁
判
員
制
度

松
下
電
器
よ
り
心
か
ら
の

お
願
い
で
す

弁
護
士
に
よ
る

心
配
ご
と
相
談

広告 

浜三番丁25-7（四国健康村前） 
営業時間／17:00～25:00・年中無休　@49-5339

と 

と 

の 

お店です!!!

広告 伝統を受け継ぎながら、総合医療専門学校へ。 

新生「四国医療専門学校」 
の誕生です。 

「四国医療専門学校」と「四国リハビリテーション学院」が統合し、 
総合医療専門学校として新たな第一歩を踏み出しました。 

学校法人  大麻学園 

四国医療専門学校 
宇多津町浜五番丁62-1 
TEL 41-2323　http://www.459.ac.jp/

※変更することがありますので、新聞紙上等で確認してください。 

3 
∂ 

10 
∂ 

17 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

赤沢病院 
（府中町） 
148－3200

高橋内科医院 
（文京町） 
146－3315

回生病院 
（室　町） 
146－1011

坂出市立病院 
（文京町） 
146－5131

西山脳神経外科病院 
（加茂町） 
148－3366

23 
º 

24 
∂ 

31 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

松山医院 
（宇多津町） 
149－0706

福家内科クリニック 
（加茂町） 
148－0331

聖マルチン病院 
（谷　町） 
146－5195

くわはら医院 
（宇多津町） 
149－3200

林内科呼吸器科医院 
（白金町） 
146－5302

鶴野医院 
（宇多津町） 
149－0431

みのりクリニック 
（駒止町） 
159－0082

12月の休日当番医院 

FF式石油温風機 石油フラットラジアントヒーター 

対象製品 

品　　番 

1985年（昭和60年）製～ 

1991年（平成 3年）製 

1991年（平成 3年）製～ 

1992年（平成 4年）製 

OK－2525　 

OK－2526　 

OK－2535 

OK－2536

OK－302B 

OK－303B 

OK－402B 

OK－403B

OK－3525 

OK－3526 

OK－3527 

OK－3535 

OK－3536 

OK－3537

OK－4020 

OK－4030

OK－2526HA 

OK－3527HA 

OK－4020HA

1989年（平成元年）製～ 

1991年（平成3年）製 

OK－R500F 

OK－R501F 

OK－V501F 

OK－U501AF

OK－R800C 

OK－R800AC



▼
試
験
区
分

土
木
上
級

▼
受
験
資
格

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
、
も
し
く
は
、
同

年
齢
未
満
で
あ
っ
て
も
、
大
学

を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
十
九

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
で
あ
る
者
。

▼
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

町
長
部
局
等
で
、
主
と
し
て
試

験
区
分
に
応
じ
た
業
務
に
従
事

し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

一
名
程
度

▼
受
験
申
込
期
間

十
二
月
十
一
日
∑
〜
二
十
七
日

π
の
間
で
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
受
付
け
ま

す
。
郵
送
の
場
合
は
、
十
二
月

二
十
一
日
∫
ま
で
の
消
印
の
あ

▼
日
時

十
二
月
二
十
五
日
∑
〜
二
十
七

日
π

午
前
九
時
〜
正
午

▼
場
所

町
立
宇
多
津
幼
稚
園
　
空
き
教

室
等

▼
内
容

宿
題
・
書
道
・
リ
ト
ミ
ッ
ク
等

保
護
者
の
お
茶
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
費

一
人
に
つ
き
一
回
　
一
〇
〇
円

※
参
加
は
保
護
者
同
伴
を
原
則
と

し
ま
す
。

▼
参
加
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

十
川
　
美
紀

@
49
―
５
９
６
３（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

▼
募
集
人
員

・
満
三
歳
児
（
満
三
歳
の
お
誕
日

を
迎
え
た
幼
児
）

・
三
歳
児
（
三
年
保
育
）
五
〇
名

・
四
歳
児
（
二
年
保
育
）
一
〇
名

・
五
歳
児
（
一
年
保
育
）
一
〇
名

▼
入
園
説
明
・
願
書
受
付
・
面
接

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
預
か
り
保
育
時
間

保
育
終
了
後
、
午
後
六
時
ま
で

し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
早
朝
は
午
前
七
時
三
十

分
よ
り
し
て
い
ま
す
。

▼
預
か
り
保
育
の
活
動
内
容

・
歌
や
リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

・
パ
ソ
コ
ン
教
室

・
バ
イ
オ
リ
ン
教
室

・
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

・
サ
ッ
カ
ー
教
室
　
な
ど

こ
れ
ら
の
費
用
は
預
か
り
保
育

費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
通
園
バ
ス
利
用

ス
ク
ー
ル
バ
ス
二
台
で
送
迎
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

@
41
―
０
５
０
０

る
も
の
に
限
り
受
付
け
ま
す
。

▼
試
験
日

平
成
十
九
年
一
月
二
十
八
日
∂

時
間
は
、
受
験
票
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
午

前
九
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
資
料
の
請
求
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
九
―
〇
二
九
二
　
宇
多

津
町
一
八
八
一
番
地

町
総
務
課

@
49
―
８
０
１
３

試
験
案
内
は
、
十
二
月
一
日
か

ら
総
務
課
で
配
布
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
郵
送
で
資
料
を

請
求
す
る
際
に
は
、
返
信
用
封
筒

に
切
手
と
住
所
を
明
記
し
た
も
の

を
同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

育
ち
方
が
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
な
子

や
障
が
い
児
の
活
動
の
「
場
」
を

作
っ
て
い
ま
す
「
わ
く
わ
く
」
で

は
、
冬
休
み
の
活
動
を
計
画
中
。

15

平
成
十
八
年
度

町
職
員
採
用
上
級
試
験

（
土
木
）

親
子
ク
ラ
ブ「
わ
く
わ
く
」

冬
休
み
活
動
の
参
加
者
募
集

香
川
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

平
成
十
九
年
度
入
園
・
転
入

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

広告 

（マミーの横） 

自然素材クリーニング（ECO洗い）を 
毎日基本料金の半額でご奉仕しています!

（特殊品は除く） 

AM8:00～PM7:00　定休日／毎週水曜日　TEL 49-6278

会員様 
限り 

広告 介護付有料老人ホーム 

高齢者向け優良賃貸住宅 

★保証金は無料! ★全室個室でプライバシー保護 
★要支援から要介護5までの方のご入居募集中 

★ご入居公募中! ★町より家賃補助あり ★60歳からの安心生活 

（町内浜九番丁142－4）@49－9221 担当・氏家 

アミーユ・ホーム西隣り　Œ管理室　@41－0466 
（管理は合田不動産）町役場　@49－8012



四
国
初
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
す
。（
平
成
十
九

年
四
月
新
築
オ
ー
プ
ン
）
地
元
、

宇
多
津
町
で
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
食
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
や

り
が
い
の
あ
る
お
仕
事
で
す
。

●
職
種

管
理
栄
養
士
、栄
養
士
、

調
理
師

▼
採
用
予
定
人
員

二
名

▼
資
格

・
五
十
歳
位
ま
で

・
職
種
に
対
し
て
の
資
格
が
必
要

▼
職
務
内
容

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
で
の
調

理
・
洗
浄
・
食
材
仕
入
業
務
等

▼
勤
務
時
間

基
本
時
間
帯
／
午
前
八
時
〜
午

後
五
時
（
休
憩
六
十
分
）

▼
休
日

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

（
年
間
一
〇
七
日
）

▼
給
与

一
六
〇
、
〇
〇
〇
円
〜

一
七
〇
、
〇
〇
〇
円

▼
賞
与

年
二
回

④
午
後
一
時
〜
午
後
五
時

▼
休
日

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・

春
、
夏
、
冬
休
み
等

▼
時
給

八
〇
〇
円
〜
八
五
〇
円

（
共
通
事
項
）

▼
勤
務
地

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
宇
多
津

町
二
六
二
八
番
地
九
九
三
）

▼
研
修
期
間

三
カ
月
間

▼
待
遇

通
勤
手
当
（
二
㎞
以
上
）
全
額

支
給
、
各
種
保
険
加
入
、
有
給

休
暇
有
り
、
作
業
服
貸
与
、
管

理
栄
養
士
・
調
理
師
等
資
格
制

度
有
り

▼
募
集
締
切

十
二
月
二
十
日
　
必
着

▼
提
出
書
類

履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
も
の

を
使
用
し
、
写
真
を
貼
付
。）

▼
応
募
書
類
提
出
先
及
び
照
会
先

〒
七
九
三
―
〇
〇
〇
三
　
愛
媛

県
西
条
市
ひ
う
ち
字
西
ひ
う
ち

三
―
三
九

株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス
　
四
国
事

務
所

@
０
８
９
７
―
５
５
―
１
７
３
８

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
５
６
―
１
７
３
８

●
職
種

配
送
員

▼
採
用
予
定
人
員

二
名

▼
資
格

六
十
歳
位
ま
で

▼
職
務
内
容

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
で
の
配

送
・
洗
浄
業
務
等

▼
勤
務
時
間

基
本
時
間
帯
／
午
前
八
時
〜
午

後
五
時
（
休
憩
六
十
分
）

▼
休
日

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

（
年
間
一
〇
七
日
）

▼
給
与

一
七
五
、
〇
〇
〇
円
〜

一
八
〇
、
〇
〇
〇
円

●
職
種

調
理
員

▼
採
用
予
定
人
員

十
五
名

▼
資
格

五
十
五
歳
位
ま
で

▼
職
務
内
容

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
で
の
調

理
・
洗
浄
業
務
等

▼
勤
務
時
間

①
午
前
八
時
〜
午
後
五
時

（
休
憩
六
十
分
）

②
午
前
八
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

（
休
憩
六
十
分
）

③
午
前
八
時
〜
正
午

16

求
人
募
集
に
つ
い
て

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着
図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

名もなき毒
宮部みゆき

図書館は本を
どう選ぶか
安井一徳

他　の空似
米原万里

ぼくらの町
ミステリーロード
たかのけんいち

森の工作図鑑
岩藤しおい

しん太の昔遊び
安川眞慈 著

著

一
般
書

児
童
書

著

著

著 著

広告 

制服他…取り扱い店 
■山田衣料店（山下）@49-0980　■渡辺衣料店（栄町）@49-0816 
■長尾衣料店（栄町）@49-0155　■吉田衣料店（栄町）@49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校 

宇多津中学校 

準
社
員

契
約
社
員

— 広告 規定制服販売店 

ネームがすぐ入ります!

宇多津小学校・宇多津北小学校・宇多津中学校　指定店 

@４９-０１０３ 
●長袖シャツ●半袖シャツ 
●ブルマー●ハーフパンツ 
●ホッピングパンツ 
●エプロンセットには 

宇多津町伊勢町 
ネーム入れは 
無料です!



Ｃ
Ｓ
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ

Ｖ
！
・
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
等
で
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
入

学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
士

（
教
養
）
の
学
位
が
取
得
で
き
ま

す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
で
も
視
聴
テ

ー
プ
の
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ペ
ー
ス
で
自
宅
学
習
で
き

ま
す
。
一
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま

す
。

▼
募
集
期
間

平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日
ª

〜
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日
∫

▼
資
料
請
求（
無
料
）及
び

問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
―
〇
〇
一
六
　
高
松

市
幸
町
一
―
一

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

@
０
８
７
―
８
３
７
―
９
８
７
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

@
０
９
０
―
７
５
７
３
―
８
８
２
５

受
付
／
平
日
午
前
九
時
〜
午
後

五
時

▼
日
時

十
二
月
二
十
三
日
º
〜
二
十
六

日
∏
　
四
回
コ
ー
ス

各
日
と
も
午
前
十
一
時
〜
正
午

（
一
時
間
）

▼
場
所

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

▼
対
象

小
学
三
年
生
〜
小
学
六
年
生
の

初
心
者
（
二
十
五
¤
泳
げ
な
い

人
）

▼
定
員

八
名
（
先
着
順
・
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

▼
参
加
料

無
料
（
た
だ
し
プ
ー
ル
使
用
料

は
必
要
で
す
）

▼
持
参
物

水
着
・
水
泳
帽
・
ゴ
ー
グ
ル

▼
申
込

十
二
月
一
日
よ
り
申
込
書
を
プ

ー
ル
受
付
に
提
出

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

@
49
―
４
７
７
０

▼
日
時

十
二
月
二
十
六
日
∏

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
一
時

（
受
付
　
午
前
九
時
）

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

二
階
調
理
実
習
室

▼
内
容

・
調
理
実
習
（
野
菜
た
っ
ぷ
り
ギ

ョ
ー
ザ
ほ
か
）

・
講
話

『
健
や
か
に
育
む
食
育
。

〜
子
ど
も
た
ち
の
食
事
の

現
状
と
課
題
〜（
仮
題
）』

講
師
／
赤
井
靖
子
管
理
栄
養
士

▼
対
象

町
内
小
学
生
希
望
者
と

そ
の
家
族
（
子
ど
も
だ
け
の
参

加
可
・
低
学
年
の
方
は
、
で
き

る
だ
け
大
人
が
付
き
添
っ
て
く

だ
さ
い
）
先
着
　
二
十
名

▼
参
加
費

一
人
四
〇
〇
円

（
子
ど
も
に
は
お
土
産
付
）

※
当
日
徴
収

数
年
飾
れ
る
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
ス
テ
キ
な
ク
リ

ス
マ
ス
の
お
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ク
リ
ス
マ
ス
が
終

っ
た
後
も
少
し
ア
レ
ン
ジ
を
変
え

る
だ
け
で
長
く
飾
れ
ま
す
。

▼
講
師

高
木
　
　
琴
先
生

▼
日
時

十
二
月
十
五
日
ª

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
二
階

▼
費
用

材
料
費
／
二
、
二
〇
〇
円

参
加
費
／
三
〇
〇
円

▼
定
員

十
五
名

▼
募
集
締
切

十
二
月
八
日
ª

※
託
児
有
り
（
同
時
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
）

17

放
送
大
学
学
生
募
集

（
第
一
学
期
　
四
月
入
学
）

サ
ポ
ー
ト
マ
マ
モ
コ
モ
コ

お
母
さ
ん
の
た
め
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

冬
休
み
子
ど
も
水
泳
教
室

初
心
者
募
集

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

冬
休
み
家
族
ふ
れ
あ
い

料
理
教
室

広告 

家族葬会館 

うたづ葬祭 

○140名収容可　○24時間受付 

（有）うたづ葬祭 

@49-2028

まごころ会員募集中 
会員の方は葬儀・法要 
基本料金10%割引 電話のみでOK

広告 

A0877－41－1099 
OPEN　6:00pm―3:00am 
宇多津町浜五番丁51番地4



▼
持
参
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
子
ど
も
用

包
丁
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

▼
主
催

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

十
二
月
十
九
日
∏
ま
で
に

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

▼
日
時

十
二
月
二
日
º

・
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式

午
後
六
時
三
十
分
〜

（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
七
時
〜

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）

﹇
出
演
﹈
子
ど
も
和
太
鼓
「
さ

ぬ
き
ぐ
み
」（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

演
奏
）、
宇
多
津
少
年
少
女
合

▼
日
時

十
二
月
十
日
∂

午
後
一
時
〜
八
時

▼
場
所

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

▼
注
意

・
必
ず
水
泳
帽
子
を
着
用
の
こ
と

・
小
学
三
年
生
以
下
の
子
ど
も
さ

ん
は
大
人
（
水
着
・
水
泳
帽
子

着
用
）
が
同
伴
の
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

@
49
―
４
７
７
０

▼
日
時

十
二
月
二
十
四
日
∂

午
前
九
時
〜

▼
場
所

町
役
場
南
隣
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
会
館

▼
材
料
費

二
、
〇
〇
〇
円
（
鉢
は
別
売
）

▼
主
催

宇
多
津
山
野
草
の
会

▼
受
付
期
間

十
二
月
三
日
〜

先
着
四
十
名

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

@
49
―
１
７
６
１
（
市
川
）

二
〇
〇
七
年
が
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

二
〇
〇
七
年
元
旦
の
朝
、
初
日
の

出
を
皆
様
と
一
緒
に
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。（
申
込
不
要
・
雨
天

決
行
）

▼
日
時

平
成
十
九
年
一
月
一
日
∑

午
前
七
時
前
〜

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー（
町
役
場
横
）

▼
主
催

初
日
の
出
を
見
る
会
実
行
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

▼
開
催
日

平
成
十
九
年
一
月
二
日
∏

▼
種
目

①
十
㎞
の
部
（
高
校
生
以
上
男

子
）

②
五
㎞
の
部
（
四
〇
歳
以
上
の

男
子
・
高
学
生
以
上
の
女

子
）

③
三
㎞
の
部（
中
学
生
の
男
子
）

④
三
㎞
の
部
（
中
学
生
以
上
の

女
子
）

唱
団
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
フ

レ
ン
ズ
、
善
通
寺
少
年
少
女
合

唱
団
、
ス
ィ
ー
ト
・
エ
ン
ジ
ェ

ル
ズ
、
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
・
ス
タ

ー
ズ

▼
料
金
等

入
場
無
料
・
全
席
自
由
席

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
８
０
２
０

▼
内
容
・
日
時

・
創
立
百
年
記
念
式
典

表
現
発
表
会

十
二
月
二
日
º
　
午
後
一
時
〜

・
創
立
百
年
記
念
作
品
展

開
催
中
　
十
二
月
二
十
四
日
∂
ま
で

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

18

角
山
運
動
公
園

温
水
プ
ー
ル
開
館
記
念

無
料
開
放
の
お
知
ら
せ

正
月
用
寄
せ
植
作
り

初
日
の
出
を
見
る
会

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
0
6

第
五
十
五
回

県
下
十
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

町
立
宇
多
津
幼
稚
園

創
立
百
年
記
念
行
事



・
小
学
生
の
部

※
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要

※
雨
天
の
場
合
は
、
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
を
用
意

①
一
〜
四
年
生
　
一
㎞

②
五
〜
六
年
生
　
一
・
五
㎞

（
学
年
別
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。）

▼
コ
ー
ス

宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
〜

大
束
川
堤

▼
集
合
場
所
及
び
時
間

宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

・
小
学
生
の
部

受
付
／
午
前
七
時
三
十
分

開
会
式
／
午
前
八
時

ス
タ
ー
ト
／
午
前
八
時
三
十
分

・
小
学
生
の
部
以
外

受
付
／
午
前
九
時
〜
九
時
四
十
分

ス
タ
ー
ト
／
午
前
十
時

▼
資
格

競
技
に
耐
え
う
る
体
力
を
有
す

る
方
。
十
㎞
の
部
は
十
㎞
を
五

十
分
以
内
で
走
る
こ
と
が
で
き

る
方
。

▼
主
催

宇
多
津
体
育
協
会

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

十
二
月
十
一
日
∑
ま
で
に
町
教

育
委
員
会
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

@
49
―
８
０
０
７

▼
日
時

十
二
月
九
日
º
、
十
日
∂

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

▼
場
所

県
立
坂
出
商
業
高
等
学
校

▼
内
容

・
セ
キ
レ
五
十
貨
店

日
用
品
、
菓
子
、
野
菜
、
花
、

ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
雑
貨
な
ど
の

販
売
と
バ
ザ
ー

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、
縁
日

・
各
文
化
部
展
示

・
粘
土
ア
ニ
メ
作
成
体
験
教
室

・
吹
奏
楽
部
演
奏

（
十
二
月
十
日
）

・
保
育
園
児
の
演
奏

（
十
二
月
九
日
、
十
日
）

な
ど

（
駐
車
場
有
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
坂
出
商
業
高
等
学
校

@
46
―
５
６
７
１

商
工
会
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
新
春
を
祝

し
、
町
の
発
展
を
願
う
た
め
の
会

で
す
。

▼
日
時

平
成
十
九
年
一
月
五
日
ª

午
後
六
時
〜

▼
場
所

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋

▼
会
費

三
、
〇
〇
〇
円
（
申
込
時
）

▼
申
込
締
切
日

十
二
月
十
五
日
ª
　
※
厳
守

▼
主
催

宇
多
津
商
工
会

▼
共
催

宇
多
津
町

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
商
工
会
　

@
49
―
１
３
１
１
　

坂
商
生
が
仕
入
か
ら
販
売
・
経

理
ま
で
を
デ
パ
ー
ト
方
式
で
実
践

し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
…
三
つ
の
誓
い

誠
実
・
勤
勉
・
礼
節
　
未
来
へ
の

約
束

19
〈火災時の問い合わせは 145―4949〉

平
成
十
九
年

宇
多
津
町
新
春
懇
談
会

坂
商
フ
ェ
ア「
セ
キ
レ
」

一般相談
家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、母
子・父子福祉問題、その他日常生活のあら
ゆる問題
12月5日（火）・12日（火）・19日（火）・
26日（火）
午前9時30分～正午
町福祉センター1階相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

身体障害者相談
12月15日（金） 午後1時30分～4時
町福祉センター1階相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

弁護士による心配ごと相談（要予約）
1月9日（火）
町福祉センター
@49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　@49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　@49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　@49－8000

行政相談
12月15日（金） 午後1時～3時
町保健センター
町総務課　@49－8013

特設人権相談
12月13日（水）午前10時～午後3時
町保健センター2階
町住民生活課　@49－8002

無料法律相談（事前申込）
12月21日（木）午前9時30分～11時30分
宇多津商工会
宇多津商工会　@49－1311

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　@49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

毎週月曜日　午後12時30分～3時
やすらぎプラザ
町地域包括支援センター　@49－8740

毎週金曜日　午前9時～11時
町サポートセンター
町地域包括支援センター　@49－8740

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日
問

日

場

問

育児相談
毎月第2火曜日　午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　@49－8003

療育相談
毎月第3火曜日　午前9時～11時30分
町役場1階相談室
町保健福祉課　@49－8003

こども相談（要予約）
毎月第2月曜日 偶数月午前、奇数月午後
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
12月7日（木）午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

子ども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
少年育成センター
少年育成センター　@49－4001

ことばの相談（要予約）
毎月第4木曜日　午前9時～正午
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008
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広
報
う
た
づ
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す

広報うたづは、町役場1階窓口・保健センター窓口・ユープラザうたづ・宇多津郵便局・サポートセンターにありますので、自由にお取りください。

ê宇多津町ホームページアドレス http://town.utazu.kagawa.jp
ê町教育委員会メールアドレス　 kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

ê総務課メールアドレス　soumu@town.utazu.kagawa.jp
ê町議会メールアドレス　gikai@town.utazu.kagawa.jp
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秋
葉
神
社
に
つ
い
て

宇
夫
階
神
社
の
鳥
居
に
向
か
っ
て

左
側
に
小
さ
な
社

や
し
ろ
が
あ
る
。
町
内
の

人
か
ら
宇
夫
階
神
社
の
前
に
あ
り
な

が
ら
ど
う
し
て
宮
司
さ
ん
が
関
わ
ら

ず
、
ど
う
し
て
お
坊
さ
ん
が
神
社
に

関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
と
質
問
を

受
け
た
そ
う
だ
。
町
内
に
住
む
西
本

利
雄
さ
ん
か
ら
谷
川
英
昭
さ
ん
が
、

「
秋
葉
神
社
は
元
は
神
石
神
社
と
同

じ
で
南
隆
寺
の
寺
領

じ
り
ょ
う

で
あ
っ
た
」
と

言
う
話
を
聞
い
た
。
西
本
ご
夫
妻
は

こ
ん
な
話
も
さ
れ
た
。「
神
石
神
社

（
一
名
、
亀
石
）
の
亀
が
秋
葉
さ
ん

と
金
比
羅
さ
ん
を
乗
せ
て
こ
の
地
に

上
陸
し
て
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
ず
に
残

こ
の
よ
う
に
宇
多
津
町
に
残
る
伝
承

と
一
致
す
る
の
が
、
江
戸
時
代
の

『
阿
比
野
家
禮

あ

み

の

か

れ

い

年
中
歳
事

さ
い
じ

記き

祭
式
』

に
出
て
く
る
「
旧
六
月
十
六
日
、
秋

葉
宮
亀
石
の
祭
り
」
今
言
う
「
亀
石

神
社
十
七
夜
」
の
祭
り
で
あ
る
。
阿

比
野
家
で
は
こ
の
日
に
は
酒
宴
を
許

さ
れ
た
。
一
般
庶
民
の
伝
え
る
「
昔

話
」
に
は
ど
こ
か
に
真
実
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

冬
至
祭
に
つ
い
て

現
行
で
は
十
二
月
二
十
二
日
で
あ

る
が
、
旧
暦
で
は
十
一
月
が
祭
日
で

あ
っ
た
の
で
「
大
黒
様
の
子
祭

ね
ま
つ

り
」

「
霜
月

し
も
つ
き

祭
り
」「
星
祭
り
」
と
呼
ん
だ

り
す
る
。
俗
に
子
祭
り
を
「
子
燈
心

ね
と
う
し
ん

」

と
言
っ
て
家
で
用
い
る
燈
心
を
買
い

貯た

め
た
と
い
う
。
火
を
大
切
に
す
る

祭
日
で
あ
っ
た
。「
清
水
の
次
郎
長

伝
」
で
浪
曲
や
映
画
に
成
っ
た
「
秋

っ
て
石
と
成
っ
た
と
言
う
」
伝
説
を

聞
い
て
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
か
と

谷
川
さ
ん
は
話
し
た
。

伝
承
は
あ
っ
た
の
か

確
認
の
た
め
南
隆
寺
に
行
き
、
住

職
の
母
堂
に
お
話
を
伺

う
か
が
う
と
、「
そ
の

通
り
で
す
。
じ
つ
は
祖
父
（
先
々
代

住
職
）
の
時
代
ま
で
寺
の
持
ち
も
の

だ
っ
た
の
で
、
祖
父
は
分
離
さ
れ
た

事
を
常
に
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
亀
の
伝
説
に
つ

い
て
も
「
祖
父
か
ら
も
、
主
人
（
先

代
住
職
）
か
ら
も
聞
い
て
お
り
、
秋

葉
信
仰
し
て
い
る
古
く
か
ら
の
信
者

さ
ん
か
ら
も
伝
え
聞
い
た
話
で
す
。」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
伝
承
の
真し

ん

偽ぎ

に
つ
い
て
現
住
職
、
大
石
光
昭
さ

ん
は
、「
曾
祖
父

そ
う
そ
ふ

の
時
代
よ
り
そ
の

前
の
明
治
新
政
府
の
神
仏
分
離
政
策

に
よ
り
神
石
神
社
が
南
隆
寺
か
ら
放

さ
れ
た
の
を
先
代
に
よ
っ
て
語
ら
れ

る
の
を
聞
い
た
人
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
の
で

寺
領
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
言
え
な

い
が
、
祭
事
は
秋
葉
神
社
の
祭
り
と

し
て
行
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
す
。」

葉
の
火
祭
り
」
な
ど
は
こ
の
祭
日
を

言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
二
支
で
は

「
子
」
を
解
字
し
て
み
る
と
、
も
の

の
終
わ
り
「
了

り
ょ
う
」
で
あ
っ
て
始
め
の

「
一い

ち

」
か
ら
成
る
字
で
あ
る
。
全
て

の
も
の
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
と
い
う
輪り

ん

廻ね

や
循
環
の
理
が
日
本
人
の
哲
学
で
、

庶
民
は
そ
こ
に
不
老
長
生
を
見
出
し

た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
大
黒
様
の

姿
で
米
俵
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
こ

の
姿
は
二
つ
の
も
の
を
一
つ
に
し
た

造
形

ぞ
う
け
い

な
の
で
あ
る
。
南
隆
寺
の
住
職

さ
ん
も
「
こ
の
日
の
お
祈
り
は
深
夜

ま
で
続
き
、
翌
日
に
少
し
で
も
は
い

る
の
が
習
わ
し
で
す
。」
と
の
事
で

あ
っ
た
。
二
日
に
跨

ま
た
が
る
こ
と
を
重
要

視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
易
」

の
象

し
ょ
う

で
旧
十
一
月
を
「
一
陽
来
復

い
ち
よ
う
ら
い
ふ
く

」

と
言
っ
て「
よ
み
が
り
を
祝
う
祭
り
」

を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

宇
多
津
の
庶
民
信
仰

南
隆
寺
の
所
領
と
言
っ
て
も
秋
葉

も
神
石
の
両
神
社
と
も
、
南
隆
寺
の

祭
り
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
南
隆
寺

の
門
徒

も
ん
と

が
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

昔
か
ら
の
祖
父
母
や
父
母
の
代
か
ら

の
人
た
ち
が
続
け
て
い
て
、
あ
く
ま

で
も
南
隆
寺
は
「
従

じ
ゅ
う
」
の
立
場
を
強

調
さ
れ
る
。
幕
藩

ば
く
は
ん

政
治
に
よ
っ
て
寺て

ら

請う
け

制
度
（
自
分
の
檀
家

だ
ん
か

は
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
は
な
い
と
保
証
す
る
制
度
）

が
出
来
、
領
主
の
末
端
機
構
の
業
務

に
専
念
す
る
こ
と
を
高
松
藩
か
ら

要
請

よ
う
せ
い

さ
れ
て
出
来
た
寺
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
宇
多
津
に
来
て
檀
家
も
殆

ほ
と
ん
ど

な
い
寺
が
周
辺
の
寺
院
よ
り
破
格
の

待
遇
の
寺
領
高
を
得
た
の
で
あ
る
。

そ
の
代
わ
り
幕
藩
政
治
を
維
持
す
る

た
め
の
教
育
を
庶
民
に
す
る
こ
と
、

そ
れ
は
儒
教

じ
ゅ
き
ょ
う

の
「
五
倫

ご
り
ん

の
教
え
」
君

に
忠
、
親
に
孝
な
ど
の
教
え
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
大
黒
様
の
打
出

う
ち
で

の
小こ

槌づ
ち

の
よ
う
に
何
で
も
か
な
う
ご
利
益

り
や
く

が
有
る
こ
と
を
僧
の
説
教

せ
っ
き
ょ
う

の
中
で
教

え
た
。
秋
葉
さ
ん
金
比
羅
さ
ん
を
亀

が
背
に
乗
せ
て
こ
の
地
に
上
陸
し
た

話
も
冬
至
祭
（
大
黒
の
子
祭
り
）
で

の
説
教
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

記
載
文
責
者
　
奥
村
　
貞
夫

秋
葉
神
社
の
冬
至

と

う

じ

祭

史
跡
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑪

人口の動き（11／1現在）●人　口　…17,734人（＋22人）（男）8,717人（＋16人）（女）9,017人（＋6人）●世帯数　7,567世帯

秋葉神社

白隠禅師筆　冬至祭の鼠師槌子図
ね ず し つ い ず ず

右軸の画賛
がさん

左軸の画賛
がさん


